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pí.千オ~いう7 包の直史上の一大運動 l玄、託金(~閣の全煎、のすJt言、、為にま芯をの

資2$:制酌t主体*"E~茂疋さでる二芝により. 自ちの告乙金忍 〉与を~\まt 量々、乙 1訟提
、""・.

て:li!つつあ吉 o 二うした主闇縞市の怠かさ I (萌三区制的瓦〉萄本山広、 T彩而工

会白主主如水2の名きょ応、口3，才わしい志臨を l手たすこ之になった。 Lかるに現

在¥二の資本の勇矧tl<f、，ますま事不百持芝広三モの八三をの志臨の様患を変化立

也つつあ ~o 二の結果，~閣の費三五制的な締叫に杭9~形所1よさ手的芯叛員の言者

み将のいくつかが矢立主9~ にいたった足、かりか，資本ほいし漠2存期\ ~ 1 ¥う事態

を1.(¥.自体毛存E・き的主役の亀井己をの官以つブ{寸て耳、リ，令析的事尽の対象z

してすら照塗立川て 1¥a. l'料。

費三与引とをの首T白モ批判的に対象化百五たのに l史資者三ヤ乏札に閣主主す ~r~

1 

全諸ìß ~矢を干巴革:t~ aiにヤ併な一貫した詑並手 nt"Eすくなく Y二ち，用主!?~~辺、専

rF-・ 2あ否。の記E握手f~ 広， 資本矧t~主閣のjJ{尉工芸計澗~ dた抑の差夜更八モこ率五イヒ

9べ‘きちのをあるかご， をのよう 1ユ計測が南省ξきあるためには、この吉己主苧環1J..・・

1主 ~I\. 畠島近千でに閃葛す 3 をの夏本邸l室蘭 Eかたちブく z 圏西司直射7に斐~~

ヰタ 一一五 ち の で 為 っ さ ほ な ら 芯1¥ 。一ーに資毛利 1¥の方法的な老事事、折、た号識と結ぴ、

つく必然性11¥"あ五%。

責主八， この記子?の tラフ乙モ杷I喜子1主砲事主ヘ三 i臭車京るき手莱め司 1立， モサLゆえ‘

!忌により豆率的広人閣的亭事互の，をう， l'守為の 1更浬酌論~I之 c主勺て研ミT、すま立

れてl¥f;;..1す仇lま怠ら /d.¥¥.. 

1 
(.1_:1 宥為恩人閣の，乏して託生の， 17フて e蓮率的Ta奇襲で、あ 3_

1手ろはる、，付帯司f手，世界の立ませ、‘ま7引での二"LIヌちにiliして.数あ三a.来事 -

のうちの一宮~にかを Z ら11\...五にすき、な 1 ，の 0'ロJ忌1¥ 7ヂ Z 思わ L十\.3 7.が~しれ7.7.n '" 

E しず|二.しかし也県71¥'わ Wしわ机jこ"J.;、之手札る℃三芝U'''-t志台、I:J..ら子、治れわw、
の今守為を徒出9~ のだ。零ヲ苔に竹為之 lユ，差点の脅威Z実正の世界とをつな

くと、弘司王争 '2.0)モのであ玉。このよう 1弘法来事たる何者もの隠丈 E弘幸主穐之し之.

わ仇わレntヶまたわlf¥われの往生きち立して竹 Eiwb

(2] 符為論を¥.t¥.白能 l下しかし，在全(科〉専の浮かさを爪T夫、白め苔ヘ"ぎ正当

T;J.包置を色めてきたと l手色え7a.1¥ 0 わ IHわれのし五いくつかの1寄託7主主(たとえ

ば行動主またて?主主主芸、の角得、協)I主みた't.二 3行為令有モ中 IミにJ百九るとの

のように漫けとら Wしgょう e た前，を¥.l¥.ら 1手， ヂT 為E 芝山之 lエ~I\ 1留の三手術えを?莫

俸の 7忌かに回収しようと l急か~新éft <:"' ëJらり.行為への亘霞1忌注視芝、~らさせろ

二乙に置をoE*sa 

2 



作為をm，且岱八の園高のまな寸・し E. 芳涯的だ~l*究八組織寸志ご之町、必零

志位幸毛点をなす o をの主虫色、 X)玄三 I'J..，竹訴もと 1\ う~\宅事の主時一一環2史的 7主

形相主将一一-E. ~I(， ~立し，設倒的に再直舟する tケのさな円肌は:‘広ら忘れ，

(3】 さて &e号訪の今日の険刀1瓜，司王とそ之島語介析にをの基砲を砂くち

のであフた判o

記 号詰IJ....怠昨の科専(す怠わち，主t昧現象?意味に17、力、わる人閣の詰令の

活動領戎モ蓄え宮にう~ i五的に商喜朗するT乍主)F-d二と E且帯、之予五ーをの令析手

?玄 I 'd.， 基率的 |二ちっ Z 茸損害翁乙芭間的に締ま11\之 3示、~， 均身長左討主のちY文l'ム

仁lesメre.n1ecte，s 0伊ositiot'¥S)てしてとらえたのち芝川左零素的存五世の基底的B

宵 ILOl組Jtあわせハヨ乙軍記す a=eのちある。記号論的手 I玄T'}(‘比取的よく式、吋7モ

おさめている詰令界一一-11類保存主蹄‘陣誌研暁，圭子庁記号論. 一一一ーの仕事

1手3泊、よモのよう 7左手続さを本芝山‘と'9~， ~こもっ Z a 1¥" 

T守為七立た，再亀昧広人圏活動1"(子あ三にち17'¥、 l¥庖¥¥0 モt.r¥<3' T主捉号詩的1玄

I巷百三沼早， 行為三理主命的にどリあつかおう Eこする慌に， <::，'のように有初1<きあ3

とみられよう 11、?

、

(4] 2‘く形手九、的に惹えて.祈為今7析の将条且JtTK・記号詩的7J.干善Jii玄芝色まな

l寸¥./¥.~、J;+. d t玄I¥の広あきらかきあ 30

ち語 l手零 ~á に，入閣の行為め何程芯ある。事誌に之の事長色ラをうヨ子宮'9 11

籍軍「守，手色括行為きめフ之. 口頭の手足詰墨軌をす了して時国的ー終北的に良周して

いく滞t土。あ否まとまフた理念、主表明9';;S Iこ?と~~是詰の i 単位l氏支芝手足包す 3

芳虫色芯 d5~ v.". 文Iユ，納理的広場l耐をあって島周的=線杖的に産関していく志

のの .も とを乙主間的1志位活の司5の否あ三乙fちじ‘られ3舟t祁づ主昌芝川ょう本Iへ
ともあI{t. 邑詰チヲ祈r;1-，竹坊主主号¥""I¥!，'理きの持組みモこ之た.苔語筈に圏有の

完涯にJ:~のさ 7きけれは・直罷よく実句言、きち 1\ キ 130 之つ~ 1kt /"j:....ち話左色めた宍

為ー股の令新民 (邑誌の京干の 7tl玄の払張さ‘ efl五〉記号格的措疋?五Eとら rcトげ

川 l去、存らないの「手圭基当黙さあき之喜 3乙ぷう一一

針為(ー腕)努また，跨愚の 7きかさ，~閉す~，R財主性12.'Ze.えている。をして

雲素的尽単位〈単色ら 453 から組討あげら1Kl~フら思リ ζ《品主室長〉を与す、

Yニ祖ÏÈ.~、き否。色人 J志自ララの行為 i里鎮E 意味あ 3 ちの Yこして ~l有して I\ã 't:.思

わけt写本体ので， をの事実主行為重鏡のうえで、~らえ五形三定的存手続ぎを制作し

直定してゆく。込書7チピあ言。

行 為 連 鎖 の う ち 十 令 に 定1\部ララ，あ~ l ¥ I手単カエ有為に聞してで‘あ叶¥.lJ::'. ひと

尽文の令祈℃並行する手続さを活用ちを五のでは1d¥¥力、之思わ凶¥."3刺え 7さぜB

ら を う し た 零 素 的 活 魚 為I&-，開園前よリ壱モし互主閣的色夜開モ宅三つ eのさi3う

討、ら *11 し亦しなから. をの疑固1:.[@え 3より長大尽行為建鎖につ¥¥て 1手む

のょっ lユJ丹新枠組みを用意ずだ、さちあ玉の 11¥ こ¥.lU王芯詰めた議論1]<.'拭みとシれ

たことか‘なかヲr-o 作為の記号稀の融、みをこの領域に干広東づき二三 ε， ひモつ

の司角E(;，‘急草寺町かい大 1旬で、あ~ 1)¥'二 をの企画的1à時Yh~融持て鮮にのをもわけに

字lワ/et-l ¥刀、鼠"1 \くつかの@.由Tf'.'ぁ ~"" a 

2 
【1】 長丈 I;F有為さ重鎮を吃l-I'¥.自毎 EこしてRつのかJ国望主tで:百五理由 l志村為0)

重鎮立行為に独自の震関の論理によヲて l下 ι必手、し壱〉たc、れないことにあ'ao

有為I手本来 a 環黒〈行為外的は唇因3作者オす al'U包't.して堂まれ五、という白1盈

"E.B-つe-のちあd.iA."， )をこ7スち、①知的積界η、ちの &.1乍用，③他の有為 'L1s互

作用系を 7志す二工かちす~'&作用， "Ë被~とにな ~o ① l志行為冒険明飴1<三あり，

碍常三こして略蕗イじしといく宅私E.②尽行為1穴‘令業の望項きあり， 在全電史的

1忌宅?の古事19̂ と帯電呈it:していく雫蒋E 乏仇を、¥-t¥.与z~ 1ラの言、あ三'1']t"1 二しれらは

II "f'はにら， く殺蔦の〉記号神的怠視野の尽か芯fJ..知Z;*~与二 Eこの E与がヲた奪回

であ 3京lt

3 与



特為iJ.... し l手、し lエ行為タト的存零困によヲて左右さ ~I\. ~のきあ三とす三乙.ñ謡音

連全員Eをの肉在的な有毒〈の事〉によ勺てよ呈尾す 3二之尽力、T;;.ら司:・し苦事当さ

砕く広三。作為謹負Id-， フぬにF毎しによって街さ勤7かさ仇.筒苦主的に烹関ヴ五

週程と hえて二 4う o 乏し八<::.Iユ‘行為∞続色直命手理主不足1芯ちのか?

宇千為tJ-:、ヲシ々 、ム 7手薄弱I~.':乞Æe-;予三をのきあり ， を二に伺の芳夫l羊fラ再正し芯1¥

のた、とす[，n.~' ，をめよう 7志行為哩卦主乞役β再三多喜智力管立た下必暑t: 7芯三。二 vrl

lエfofら若しもパ‘さ二之さ I手広1¥0 したか・ってわれわ¥11.1手立しあたリ. 行為‘喜重量

か、あ五 -1安i止を e フて雇闘していくよう aJ気合に闇 I~\ "E卑中芳三二 Yこにしよ

+包Dう。

【Z】 付為除草刺今に、自由である制。作為7穴‘矛時あ五行為要銭として夜間

万五という聾態ft...いおこって 1¥~J思色にr.l-. した.，.，..-フ C，をの有為E中止した 1)

究'1の号の 1二しF-/)亨~ ~ 1¥う自由を竹1更し"e-I¥Z.¥¥フ条件(1.・¥みたさlrtてい z
のでg.げ爪J'd;、BらId.1¥o この条件E:"思念司自己一貫色くsel千一ωn5is."花ncサ〉と

よ!ずうがそ特為連鎖.，.，.."，付為琶の息俸のあミ状態 u忌1¥し単包穴恥〉れから，

男11のオて怒 u手1¥ (ー埠1tL行為)Srし八の、酪系列に即したを 1t:で、あ 3 とす~ '(... 

を肌に砕むし之村為事前柁く思色工。，工rvlユLむのよう市向者言、あ弓て Eよ1¥ 

f1¥、少く 'L=tラ〉かが玉村為重鎮の東痛を不可保とす zふう id.-号のきあゥ之思芯ら

存 1¥匂

←⑤-自己ー馳-Q→

~ヘーハ-----> レq でL r¥】 ...........-斗~~争

ヂ守為

7ドカ 一一一-"it=Xvv一一一」

行為1k 自由きあ\.tしI~ぁ 31まと，代為の時立がj困14:の l心的薩匙l三依島す三度合

モまた大き T忌 e の工なきう。モうし 1三在民l示さま才、まで百リラ ~1火、宇泊;をのう
本25i<21>

ち恩色、 ιろ自己一貫性包ささえ五モの Yこして、 1'1."1的 f玄自己杷丙を為えてあ、く ー。

5 

t3] 自由fd..宍為の集穐~，ある全土生 fラ， ある偽穫からヨトる Xさを" 'tこに且包

自 7忌有為の震関長~I の下イ主校存在かくす εの Eこみとめう 30 "zうした汽為の下

位校存Yこして注且す1¥'‘さ lエ. まず技f角と乏の民閣の系引さあり . フ¥¥(3，行為め・

釈明治£とをの民聞手illl<:r-あり， さらに値動年とをφ 夜間系列ちあジそ

夜 街l手，物的芭界の 1まか 3 倒的巴厚手にほたらきか門， を W¥1:..z閣的芭事に咋

リ尽をう工ず三村為丈札旬、之つ Z抑的芭県の簡1から自然的なすそ 4~ZSIに壱之ザく

矧岳会芝設t主ら IA¥.~か‘ら科、りなす符為耗序、のことであ 30 何為の尾聞に均亨 3

物的1!!:界のf副からのこの理主'1注(Bes"Vmmthert) r;J.. 昏fるを肌畠事p:."均的色県

のTJ-かちのひとつの事初であリ， をの隠リ Z・，村為の手芦之ヤヂ守蒋?の内毎之、こして

の毒物 X対曹に租互作用し E け汎!工、志ら怠1¥之¥¥う ，不司君恵事実1:::1:7とブく

が ゆ 。 技 術 と し て 主 現 立 以 手 有 為 秩 芹 の 罷 閥 系 司l左‘長弁T務か・符主うギミL

代詩あの純稗帯当責/3-. 事岱献〔初的也卑の外的対象ざ取<)~普1Tす五島拝自ら

に筑聖T/的に周わ勺 7， cっ尽。ら島12事的帯む、る防王'¥'1主主純fにして湾ざたた1!.cミう

とす 3迅白石ろも之にくりひ 3げらし代-;;jt-f為の夜開系.911<:'あ 3。異律的に/"1.ニ爪

I"d-.嶺泊 .華全.美術をの1¥t!s2のi主的志向為の語長崎に通0 ;t-e-のちあ五ペ

=の J う怠何為 f芯純綿Id-憎まて性を拠隠乙. ま?とそ川e~漫二五 z本へ=う L7葉

県立札志村為の展開百五/I~. 符為の純静形式論1J;."・ 4司担 Õ ~d 

在謡軒包l弘行為くす z事1'4-)服、亘 1¥にfセの有為(す 3息 博 ) E自ち内行為ζう

寄与~、雲fJEFEこ隠し， 全岱之してす守秘す玉諸易障がちな3fJ..'t..つめ昨到ペ乙倫域、

立\.l'\~z.之主に主ず三，付為芳元1与之をの展開系列の二とをいう。組織官rJ...竹

為の~1i. ぴ互1\に同-e1C.絶"9 3 、""~守為の租互作用の直ゴ主t主主張Rえささ草1 \ ~36た

め，主閣の扇部l三実現主 LR玉1市業等主将?としで現象ヲ三。組依f.$'Lして害規立 ¥.H

3有為芳元序とその反閥系亙1¥乏，也会牛会?伏令坦す 3.. 

【+1 直培壱しく l手間高欄に.有礎的1志善寺俸の生理的思品辱に演す 3有為を，

逼割にならフて労助7とよんさ‘五、こう。
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明駒H手，もっ Y乙ε単純にI民自らの有為連鎖左謹具系のかたちてF望現す玄ぷ

あ言う朽えさ主具奈の場合に尽，誼異【苛なわち.朽為手W"E3毒物))色村為

言。夜開す玉有為の続色遁走に隠し之I\~料。

し力、ちに. '{ラ~差異きあヲた事物の問屋F し之 1\ E 因果Jt蛍tr¥'，技術よ何事字詰

によフて膨脹 l，ii盟主乞の宵為。 1絞色直ど定から体に!手み苦してしまう汲色，有為

寄託存IJ.え令長八 X移行して I¥ ~.主主之~ "4-1 0 ~.蒋高広 場闘の単純志昭魯が

そ2 Tð え Z\\ 1-::~ う B 行為の縁台活造きをのち工に下島亡r t!:~.よ 1) 丈広三角為

の隻色白今枝存を報告三す五)-420 H芸に 1¥Z tr.残勅誌吟毛之さ‘..rm俸の献ぎ下芝、亨行

為さ負l急手記椅~しさ曳佑的存壱のち lユ存く芯フさ 1\3 。

常 椅京 1eJ-，白律台三子支得したをのさtあるこEこをやめた詰T国俸の竹果、連鎖モ.

1支情ム0)零請にしたが、コ之支給した有為秩序八 Z 偽時し;;F..け胤ぼ、なら ~'\o を

のため，穫持系l手 組緒埠とし之自亨 E実視しと玄フ之す三ぺ

3 
、

[1】 賞異石号しく l志穂献%にあ、いて. 聞史的に仁某色的fd，)究為言要領のな

かに倫りこまは1.~毒物く逼異，穐梼，をの杷加工晶子長司1 の事初)1:.， (良妻に

)争え工 lウF4t 演~ra:..， 1支術常展開守主玉ための簡1廷で、あり.問題例代為味
情t:C宇V

序の可能朱7ヰちあって. をの蒋ミリ芯宍草加校F予の主食!こ幸弘1tヲ八吐素T巴モちつ氷47

開村'R'l~r-: T守 1主主刊に玉あいRに総代資本広島らE更新していく6内
このよフに持続Sl~資本トらひるが・之フご機械、系e d-t 五なら L モレit広，委主為の

資五をつつみこんで、資正之とt7t三邑らを再現3る組織、俳，三し之とらえち爪ょ

う。夜〆倒的~零請の薬対け芝モケフて室長包亨苔，このような亭初三人閣工の実合

的自室駒械をほ、，資i.~;>( 4JT ' L 危 向 付 言 ニ 乙 に す 九 位 同 ， 加 を 日

ちづ‘く三漢平~\、 ι 説委穂子~(7)~主穐哉書さのあらゆ ~tt重E遇。乙 ち続亨3町青豆

7 

けき三Eモつ。ー

[2] ~号、 1女平をE乏し，::rらに l手1初先柄、生時1't したよう7 U，註念ちは，いく院が

の資本往左克之，五令室奈!手， しだ、¥¥にをの祖互昆閣の争く E1初号tきの社段に喝

しか丸るように恵三う。資五徒11-，加工品E昨脅し加工品~i匡也ヨ 3 二 Le f.ei 

ビて，祖互に連碍しあう。帯械に志、，¥て自ら E再捜古る資本俸の負左前1性 I手，夜

軍と引J聞に1匂かフて加速主れているホ42

初1閣にfd....資卒佐Jd:-， -7守主誌の1a-かに結蕗し le界七、めて 15，自らを足ltKT包丈

忍きfa.¥¥oえゑ?串I患芝通ωて7祇直守三のf志，資本tt之して異俸に立汎ている

孟起工程の，最終程切にのっく一部〉号あ~. モlt¥t;..cとき Jd.ないからで、前五吋

資五~I五千吃の他続慢のあ1\世にまぎれと.支四往生kの íz伐乙芭色のお販のな

か忍石更イヒしてl¥るホ問。

R、1J.;' 賞五f:a. rð-/穐椴1安置を l手 b~ゆと手五マの各種均実のづ滴耳、也乙亘取1住芝草

約五三もて~\~徐々にをのえ~自由な東南1司書モサきとと耳蔓寓して 1 ¥く。 二三に、行為
) 1ヤマ'>o‘

i車銭。百三国¥1に才的、1ミ断角訳、磯不幸子長の亘硬直勺な法王女棄とむった之さ.望奪三主亀広色

業イヒC乃段恒にさE予3*宍

資事存域己資労働117J煮の降立によ、て、資手f左尽をの代被害的互政1性lミ釘1¥

て壇E目玉匙全形多弘之しての本性吟亨なわち占え毛lbさえ三としての民動性乏

全く盈わと亨る辛子この支毛色|手，字予揚で、の貨幣f7.:.'理~剃固有の性良一一色申創主主
一ーを桑揮し尽じめ五のと並行百五本54L資本持環〈すなわち，資弓三刷待漬惇の

字予珠〉瓜資事毎回土の建争的奇自t増殖彼自主文章Eす芸，砲互芥肉l向志向衡

乏寺下乙らずマ

資4甲1的資本の作曽7etf.dラ精鮒二解析するため，資本1茎の友貌乏を境目エ亨a.
'fi宅ヨレ'h-A

貨吟の主.~^と積武史を転6' J:う，

3 



[1】 貨幣形廷の歴史的軒1高 尽. ま立しく現物}性かちの来高邑の遁隔てFあ玉。

連<tlfll酌宮下車にいたって この柔連J玄乏の程たさí~ ~o かつて賓五切ロロご柄¥e敢

有したマ jレケ γ っさ、 ム I~ ， をの回宮内実包闘によリ. 貨幣芝現初 ζ黒体的には、

金)と砲事戸乏した。 しかし貨幣昨， そ之毛主事〔能言、あ五より f五，首予歳にあ、l寸三

急防本律問E:.. をう， ただちに産力のぬ伺FJ.:r乍用 E"@!切立 t るようTa友1曳の1昆議

也呪"E，延コて主たの~， cち ~o

資互矧伝令貰津I<f，.，単忌~ ~1突0) 1'中イヤ平Rミた三に之と“まらすH， 芭国重量¥i主主孟。

て道五悼の L霊行主司s尽く. 端的に口角川砲迂[..Eε 守て?とち直わ爪~。晴!の種主

とI手， よリ ìäìZ'.な貨幣鞍貧乏17'ら)JR~ 5f ~， 主主昧f乍聞と在プ7の工雪主的仕喜子叶?三五

二と， を I¥うキ51

イ夏軍事閉そめ亘書室主から夜注予三与さ3"1¥E....之うとしよう特?

[2】 一眼に金品芝震をえす三併なら ld.'~品ゑえよ‘らそ二点長老女元~ L ~ι 
ムも之込 用主、と号事ラ均二こで 1夏幣広志品質え ι二点み主主命長五主た 3

商品7〆， tまたま二五点坊主食イ主日帯びたモの〉き号，聞抑制定に占る

貨浮きモァ高わ芯1¥o 

留軍事j手，特定涯の物在た五色ら E一線的強買力之して宿永す3ような語戸支作

用ー乙乙 Eとにあち料l。

掻窺力尽持労味で、通色し íd-~' ら手足埠立 U\ ~量的現雪之さL あるから賓惇をラまた事え
ズィ zフ〈アン

量的抑圧た aE雪9"..枠量イ夏草与の純'ir/J...-かか五購買fJ~意味す ðtラの R1l\二

金~1自立、モうした堤初安毎への周吉見によって，魅買11 't-しての色ら ε君主末す 3

ポ63亨7ユh巧鋳質r.)...， をの名島量によフ之1宅金=現神1の一定量左宿禾し， を二

7子ち、iR.~勺に自らを}服的購買力としてあちめず。ぽが安売色~乙とに.気慢の
9 

理恵、"9aわち右旦 ι彰式〉と組、十， (肉~) との--:g又!d-.. フトfみにずりをめの壱

のさ、あるため， 鋳頃広現物から亀岡ペヒ 主主取方き711J4t

各電Eのき正蓄?手持多そラまた， í~長惇~ Ã~o =ャn.ち E 草記 定 時工色合乙 IT， )之肌じう

広文ちによフ之支払 I，にた当す ペ、‘さ篭時の所在を指示するご之さ、、皇ちをー侠

的古事実nとしてあちわヲ。守形文訊瓜畠己ち7J...防局朝千T主Z し之自ちす 31六、，

~ ¥.t¥.;除、渇えず 3 く時閣的 ・主眉1的怠〉連乙直言たあ 5貨幣ど現物性) と蓋然的にし

か対応3しえl主1¥1::.的， rち同八の盈地左阻ましt¥，ている牢叫

[3] ?予J需の司、主之四時に，弔1廼への色白糸、高~す玉村主君!主亘の手段として

の質向 IIEめぐ、 3キ成 C憂幣千字減〉さは. Rす寸系色付7ミz末11守政利J直をモたらプ否。

資疋財芝得競で訴1宣Lしg./穴、ち注業が、急伸長しぶっとて<;)~工王 . 貸付けをめぐミ

差号と君1与の畠慌が1 きおこリ， 1¥わゆ三完全ゐ手主17i'生じ‘三ポ63

不足9~貨幣をとリ矛1 え手‘1互角円から摘さtL よ〉とす五包~~~写力尽， 全土主

として貨悼の手足芝 Q1>-~釈しくす三料?をこさあ‘ e l\っか\1t.~対処iZ.0 u-てつ

I~，定拘魚吟の提行号あるが61 生定前年!孔 Z草笛!こ先てる篭惚之の友抱司健在

芝色章、す 3 こ之によって、皇ら E-限印鑑室内乙す~c>紙幣モヨ手簡L の何色広、

通常広廻f累上ot=:のきありー遁寝室左膨康二t1!る q し方、し，生喰魚崎手、な耳、

五色隻常Jd.1¥し毘初め蹟急に需緒、こ士仇之eB‘リ.色用1実与cち手夜として号手史生

ぎあ急本41

質轄の不足へのをつと毛合理的思対町ti玄l手，銀行lてよ:3包開侠与(危開舎li:主

〉さ、手)~<> こうして魯|りだ二日l\.~ 青葉海 Ið-， <.零主主心預金の育主砲をと 2えが70 す及

わち預金j宇，口座に預け~(\之ある貨幣弓引也し可貧乏1也芝色童、手三ことによフ

と. 自ら五一期ミ由。盤賓11としてあらわ可 o

預金fト預金重の手書干にh片~端的怠箆憶の手配3 ある。 ~7戸、不正 ~ðろ五隻

幣!主主良:nに所在す dというわけさl壱啓¥1"，

豆、にヲIt民主ヤ札 E 二 'L I手、あ否~I\と更iとL んで、，
10 

ザつ l手この預金rJ-. 事八、、之 V.-i、ち

銀代用時三干に取(!)汐、ら倉1¥遣した



そのきあ玉キワ|。モニC::'乏払芋FZ~こしてめ預金l手， 1\、町平のかたちを-r.:SC>' I~すT け ¥.I'¥./"l:'尽ら 1弘 l¥・ー官五区間、英国1::1:&の音色に 1宝E爪て¥¥r-聞広， をと ~，\n.'白危的

与l手，預金o')1lR芭Effi iT，す5文吾 LLて!i:fr.す 3ことにより，自ら E預金遁寝 ~時而上与ヒ L 之♂、三ま IL 義一息亀高俸を民給しモ f子ち園理主|志な7t..， Eo  

と等置さ芭 ~1呈J:flí可三聞をとっ。こうして預金tð-，理切とめき|照 Eまぬか.. 'm~事守 w\..に加して.運五~I下σ〉填五往時，及周託金旬、ち誕吋した程程現段に対し.より・

日】 ちと投網幣L とりわ円預金iA笥l.E.命1iLそみ全半量之よぼうヰ?ミ二

¥.1'¥.らl志より現物的なf夏、常を種目菩に色怠9d=Y...で〆笥惇たるこcE之之いるか

らさあ~"全Z三位年11 のたときは， 主怖の預金品 f阜T手足及第乙，免1亀靖 1立志位1雲

母た5金乙乙，合怠によリ結 l芯汎てあ 3。二め時的怠位PEtt天戸干のゆ之に宝思全

霊安にわたり f孟用の謁野訳f平きnすどて

預金通貨によZ魯南台¥i芝4 メηニでム芝知商工百五拍尚7J..位階稚存、二u¥二

を資率引的広宜略を特徴づ、 rrà形態に~打、広らない。

このヌブ7=-っきムr&"百在守五畏f手的7J. t工急医愚待tE. 全額、にわた~ -:-m1財令尽屯

合=会合ヘ乙1蓑換すき衰置であ手。 (をの作動lユ，失負訳、良立t.t¥平砲傾幣が・1見

物の位置について~，主めらないギ吃〉 古車わち 銀行の行なうキ卓会411手，

源通性今下型らU\.~手形 L貨をコ e. より受領性何事1\預金(現金〉八之友視す

る手続苦手あるか~'....二の理作~j重げて.問題乙怠っている資本箆争事業の高室

l住や探皐o.c'、関係首の'Jf1]:'‘知りう 3黒体的活要因"E.，主圏全域"Q¥ー障な基準17、

ら坪定し資〉穂積末、屯E今1f!it亨玉のきあ玉。資卒偉TF-'あ手、ミ守、こうし1三装置に

i重洛す 5二之!亡 d リ. 主嵐全疫に;f)r-. ~~哀五1互の合理的-a配置と繍吟π:\. "97a 

わち資五毛l 宣閣の都内、 p..'~ 司高ミモ二1:J.3.約九

5 

l~] 行為1哩鎮め断時左集合的に下属ミIせつつ自ら E維時す 3賀本俸が. ~ 

こに主当主仇てある各勢佳に均して7ミjます初1与震を、資事の協所1よ作用、二日却でフ

水7Z賞五位!:-I<f..をの戎術的首l堤ひあ五障色の自己一貫性e，集色的に調主しな

11 

事主碓邸主L形而上作用左手邑堕す~ -='t...1f'.‘零末コU'¥.言。

こうして、法蓮鳥往!ユ主佳代左海芝山三。習f百E外れら|手や荏-Z;:-Z;l.¥¥g引率

ld: ，注千ぞといウ絶対主周T7、らー誌に主径の世主モう 1寸Yこり， 正旦Hi-c.主胤三。資

本体何喪主軍"93略而J二作用rJ，.， I巳酌色さ-a:m左ひきょ¥!.. 11:豆ヤ帯域に1弓i湾す

玉主1三=身サ手Eえ服自由に権到lしはじめるギ778.

エートス
M.W~三~l手、資本制的な 1倫理の :南東芝， 11 Jレヴ t 二芝、ムの吹港町牧草主に主主

zとヲr.::...， e.し n、に，子主主治二 l馬民すミ与l4:.fð..，党ιcろ蓋望者乙辛Il)盟主主来八三~

号、に勤7及づ、円与臥三， 1:= 12' Cを胤にIユ，褐きき=幸三佐助形而よニ主主かちの哩脱臼'宇門

脇 3ことが‘必須M だ。おい主主 二の削工阜の的¥入札日，京葛;てか

ら詰〈の主因的吃iこリ左鳥絶哲三。=ののち f帥肉体的町よさャ抗体

系11-. 主主宰=場合乏に各私的に閃罵す ;)eのと 7きリ，かわりにタト的古代為i夏最乙

のさ苛持〉ぼ‘かりが.自由に資左往に下属さ包う 31:;のとなる串82

工2】 マルク γっと、ムrd-"費五割下におけ5資不能の7乍動 e. 主色め熟犀の物

語Z して開提言三内題桂島l4.(:"戸ロレ勾リ γ )e l!.補正'予三崎志帆主閣

の件にi夏H¥..1ミ.'9コ下ミ的にrd--，をのかりをめの主人=慢芯をまl'‘欧主惇イにせ印、目r

ならぬ。一一こうした餌提左数手長に掲げ，草舎の主従 (t支3刀ど資本悟 EiEE:L， 

賞三草場lの解除を国五本8ミ育毛待l手君li闇動機芭告|苓乏しt¥.，毛ーをの巻町モ全f手針

直』の1忌刀、号待望i:.d'胤玉。党Jホ当面，主閣の特准的怠主1手，絶対の命キ菖乙して

山 富 ま う 。 こ う し 町 三 陶 芸γ品二段1-;;". マJレワ九ムによ5賢 明 ¥1閉 め

裳践の帰結にlまかなら怠lJaz

τz三ュτL完 ・4 コミzン

実 産 主 義l手，実ゎ¥f'¥..た及l司社会Lの吉己色左たと、ヨー漫草加の壱71.昆枚、実嵐長工主主乏

侮f2lし~亀高包主主華民しつづ、 113 周，党!手金!半意思 "&1五現0~ ょっ問ごL伏広

再三の圏の可能性にすをぬ*8t しかを計画的一元7ヒl忘年初7孝之不自由之を庖伴

12 



ヂマをこさぬ守に普で色的一元fての妥当也=工ちにlユ党乙葦舎の正側主八内長足

差是枝、事王百、こさう.，，8J.，徒培1へのこ司庭事前暗¥t¥ぬ愚 をの下ろ主従z 曳能の被

~寸wF.i. l "d-監莞の在ヨごE之碍ù"ào なぜなb 宝閣は，資本刷乙里志リー霊園な実f牟

酌形市上~Iてよヲて亨訴すみまさ、形態7ヒ立爪ているから否百五時l

~)しワ y-';否ムの:ro:;請い志賀苓貸の阿部高哉、lこ干をつける七ラのち|手なかっ下三o

B也、BらをUしは，人国乙託金めれ民基本的事主主主有為aZ芸在八のE

BC.りモていて 1¥ろかろさあ玉。聾会のtたちした計曇i的一元忙の毎却1は，費五

守主主閣の主ト言、はなくて， 純宗主た三資本目白l'とRか?と、17'亀栴め順戸手づ、けE先 Z仇る

に事芝、、志¥， .J.うな，習志引の一亙重工担えす々‘ヨrのであ三キBS 美穂，をころ

境衛7ずる主免=県能は，賀正~I 下におけ三と宅周の質事~~í~柴ず Z。このTち市

上準的主主平足並の号たらした互主圏!ユ，費~制としての平二主主主ゆえに‘や7亦7'ド、ぜ‘"

1純t終毛罰扱もた 2三3資五泊刷i川ハ乙1宝宅皇訂q崎毒し.J.~う)*'卸o

【3】 マルワヤ定、ムの費率引¥j附¥r手，同有精に依加す 3モ7の き 高 句 ♂Tぺ問
主主の夜念品， ~定時的さ、あリ.育己主的否定初旬モこでわ仇ìh~札 r~. 代為輸の〈

肉産量す~形式由ß..)観点から，資本ゑ11 という幸患Eゴらに是勺之 hJ..う。

マ 1レゲテス、ム工 l' ヲ告の儲波の私市ι考会!手，詣々の資五1~E統幕す3きT直的

-Kf亡のi王制をう人だ。しか三に資本淳Hを闇l手，珂迫的な帝町一仁掌的安保E結

l主's.n料三宅くの官五倍は l 麓 1¥あ 1¥依高しあフ之，豆 1¥ 7犬、 互1\乏羽はイ\:.~ 3。

をして徳悼と・し之の資本俸の作動7(佐主活動) r手〆色私的志1缶f邑の表明む白費

支Zt'.-)によミ写毛色的ア点主君、左与えら\1\~匂 A.S川市広ここに恩海内予主調
和 E直量生しRrA"、治意思論がち二川をみると芝最筆にえ¥，こと1:1聞知め結果さ

if.t'Y'9 <ヴ

あ三料~1éだ、し=の結露布市右布l fa.・の Id: .各私的な血担問、安定的に官三瓦君主三と

した操色の起きあ三前洋汚

安三訂正に組みこまL九三竹為浬強くの断的 l志，事前にその形式を精~:t~代る

のさl手吉弘1¥.0 r 主)レ7 B.まま帰国ε~弓て移譲二r I，n ~干ので、五三料Z 村為の異f季
租lト資本得1):‘設す高到来工し之の零績によリ定ま玉。二の要請左貫く、〉ミ然、r.J.

13 

お~\むb有為琶の理解互理えて 1 ¥ ~ t-?え ι刀、 t主従=現停の各私的存品j亙から

e意味づ、円3二と"".・守主主主lい常識コU¥7三何為y遷鎖l手，資:t.iih:ろ移所1よニ再開ヘ

自がち之瓜¥¥之ら肌た主主主乙広三井?t

二の室三極互理あt と、苛/γ ミ付{亀1タ: 慢の消毒主主fEi~、 あ玄室きさ.Jryヲ L をこで、

f手毒物乙消費財〉と行為l:d，資定悼の時件で、〆各払向包f亘'E.7.主現す八、、く宵向l立

~~本l宅生産/酒量L ¥¥う存えを.的怠長崎巴令!エ、苦工モ乙〉有志刷r::.c、，士のよ

うに対立す三軒為虚鎮の出たつの部チ7のことであ三井ltしかし満竜也念論巴積

荷す三ように， 今日 )荷量きめ様式自注文大・賞三五台Eによヲ之当乙をさし¥¥.1手じめで1¥三

がo;O'!同l手，質五割φYE動をき晃皆、する美佐的色缶血まの:藍夜:&z，、lユ芯〈怠った制令

資正明¥t手，?提賓と夜疋の毎宝寺とー権通す民主役ト見をち今た， 当初とロ~r，l芽~O) Ôろ志

向開的己笠置八之友墳し之)¥く q

(+] 資左矧ーに言、のち今骨11ユ， E烹Cろ術Z主主}で黙の剰にしすも端的忌事喪主し

之の明為~あ三井l吃=的決ぎま互棟方的「手.資志の帝而主1主品廷のずか〆二l-R.モ

担託会徒主主蕗所uニ等によっ之 l手胞の門3営 利 下 計画色。-7C-ftヒ滴喜美ιうよ亙童相05E.

F 結更した，浪費主主位協ちょうと、二のよう芯俸制と烹魚だi/I.'¥~三二ざ病室の垣車l

Id-..清貴の実態に安三回')す 3包包め理員I't..ともにある。乏色之1手，集後之して

の都市よ掌を絶l手、ぬ主閣にあ‘け三資本悼の帯主色さあミキ'r::6 1:乞荏がら?島幸えにまち

また問、三‘かが3安本昆勾草寺泊¥1手，平断に変化しつづ‘IT之?まなr¥漫動で、五 3

資本刷芝、をは1に端やT-g~えた告嬰疋千?と十令官高てする~魚に E時運んできた。

有為，f-;(芹と養、氏の形式冷才荷主すすめ，資率制の支綬にTð"h記号務自治定~O)}..

ズをm:1えてゆく1jち， AJm.わL札l芯!手ピ尽く. 育~旬10 さ[J九三瓦角ヰ司直後左 1\ ち

と、主にとち Z~ニ之に忌三ヒ租さt1忌 l' キ IQ

1斗

キ 手持1~事4臨時，旧満 C蕗V'-日明 ~)7門φ~舟さ、，ヲピ豆民主通す説付rþ涜

りd-&司か弓.z:人乙亡とあ‘こと;h1) ¥ ¥たしまぢq



き包

i本1 彊左制的1志賀2住之~，資本一慢の伝T7、ちをとリわ円，包本埠1I r二固有の湾立と運動司

活穏をもっちのを 1\ う7 0 をのメ lレワマ -IV~こレ之 f手，①資本キエ去の域主，②貰明街?の

時-tr.③責主制的寝弗く二D宵1としての宮津〉、の 3つ"E-ml1‘3ベ‘きで、あ3うITt'，芝Uし

らの間五的民間i主や害事相官翌定については，穫炭す 3持法芝争時~ltq:二\\ &> 

1i' 2. 形市よさ字的色皐矧く me1瓦ph:lsicoldむf'，，-tiS)'l))之 '1う現実I志 賀材、 r 県徳之1¥う

黒証的主主忠来事を集合的にt栴吟9~τ支~l三三=モこ. す広わち. pnyslc~ 足寄位に対

して伝江す Z趨遊説T之峯紙:Efd-すこと、}三由来事 3。

γュ，守〒ーセ‘

1;¥<3 遺志制の甚孟|土持"9五組組問かっきとf率的7ð-~対宿官三の付表的 7ユもの!手， 35 う ~<H7

's.く， マルゲデ定、ムであ五。マ)レヴで/乏ムの衣清のなきそfユ，資-a;制tc-:n:ヤ圧三こ収受きのた

めの穐持衰置として現定乙. メ二事l~ をの車町、も陣)，'1:.亨ることを担った o (こ二ラ1:11:'この

教業日，解放立汎る1芯吉、・の餐俸を.当の質主制によゥて?宇宙に曜荷ちさ札1ち片Lれ口、Eら

間 tという差理を.理主しちョ之1\R:~こみられ否。を Lれゆえこのl星計7の本質I"J-，資本絹 l

|三河すち「略冊」ニ寺的広報主主」と最長ヲ八時までのをあることになるのた:刀，~，可制\.1ユ二

の運動Jj]<孟吋之 I\う丈護者7に下属した;'17'・ら資本刷の四位対iL初たるEき三月呈E現泣~ ~ì!: 

Z試みさあったこじそして，資<E1J¥・12ちをもかか 3拒ょ当とによって均i馬主肌三ほろに

4=性よ「税所1 .1:.羊的危」情集で1 あゥたニ Eこを.IDE.禾す~t;;のであ五 Eこちえ，とE つ。

土ギ4 資本のよう広、近付のeフヒtラ差:<(的芯註主幹事之に、主堅田b疋簡明のメ又"f1¥..加えん

~ll2 f\ Tゑいと I ¥う東北]1..を¥.tt自萌荒く八"きことであ否。資本の解闇td-.事一史的に

Id-.，鮭港専の守筒提固に属す玉。 と=ろ-m'一大のマノレケ之主導もI"J.-，資本則 E実J~詩的

に批判しふうとす五鞍E色直国必ゆ乙に賓卒を智、自の形完Eこして描ntLょう Eこす3だ

けの宮直性にt汁て1¥た。(て !ν 17ス主等による資本矧|批判の}霞訟については，のち

に詳しくの^";;; .， ) 立ちに七う一九の.ñtff 経洛準 l手，いまに至5 を，責2E矧\'ß-9~~賓略

の包用主JI蓮武力こたムモ組み1\肌た組事モ=子ゾレの構壊に時J'tT C 之 1\~l\ Q 'Z Ø~ï" IV 

rJ-tアゥ之 L.WoJraらにふフて末略立I-f¥.たず，をの?をの集中酌171つ塙続的7三智打l之4

7 てそ三なあ、，克坊のl:r手力、手納，高足す八t‘ま段階の尽活字首lにある。

Zヰぢ わu¥.わ此l手!主ちとの毘説、乏うした手つ之lよい広¥¥ fr.:'， 匡宅認識というi'C-の芝7手ぐしてい

~ 0 =Ul)"1-"< Iレヴ之主義への色きm舵正胤た二之と索7:E:ーにす317-;'.- )乏の問主td-，て

Jレケス主実の同草した匡弓主計通!のための産寝私E商品、9'三詰阪名前、力、之ヲ之孟代乙

1\うー丈運動の尽かに埋没し，潅員乏し之しまった't.. 1\ うことにつ~三，した.".・ 3 で恥

簡のこと. マlレケ之主主与のきた長八の回!陣的sft主宰lごd:ヲ ZrJ.-， ff!空協議、1J-f7'~1>桂三乙

ら7d1¥のをあ"30
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〔夜〉賀三乞持""""1在しす3め七Eう℃し之¥¥~の広，資本の1守三台lEをの零柔的疋芭1者、意へ

と令解ι〆':2.~I\ "E:昆6"組みあげ五乙とで・あふま庄の~主力、き組みたてら lh..;f-':.モテの f手tテ

モこの通 υ 芯 Ið- ~I\trに このと芝主主。、て竹否定与にひ;・ 乙かのコぞレが計酒!の?三めに広宣~7芝、。

之 1\7 の l志望のっさ、 レの足長上に、 費三長~I\の曳.~77'¥1芭持していく折7白 t7iJ芭かm玉17、らZ、

ある o 等しわ~tV{1 ij'U;~"~ t:;lミ認訟を昆びミf.0うちにし，す隠わち新たな千工A(o，、疋忙の民

岸モさ呈史哲三の陪之9"ばしたま，乏しれ!ユ二の á うな í'己実~~亘じ、 ごで、 2再三~長4うをlILlユ

思わぬ'大巾八百乙伸びていよう。貝花今噂寄与的広淀長ψ 未来予泊ほ，買.fLP.ï~誓とし，

~fr17-'.~断に包産す à ちのき品り，したが・ヲ乞疋対に向島す芸表雪之 、 直史認哉の及詞

初，下さからさ、あ玉。

三L村 主塁手 Id.-.色うまさをなく，わはしわ\.t\.の社会ミに~門 3 ç ヲとぞ中耕占ヲ乱作用事誌で、~リ，

した11;..7 之主主q司〉掌c今中 1'(.'的直英三重之内対業主 1ち ~Iユす・・のとめきあ3唱 し77'~に ζ資

倒的主主〉漫本に蓋融持民主!;E与えるためにI'J.-.革主主に芝行しえ吋に外注し7ちtJ-."ら，

注急宝間一般に同属，す3詰号吾妻一一人間汽者もの育会王将勺詰栴也ーーに俵R1J'dので'B-n
仇~怒ら乱1\" 記毛色気 Eこ1(ト，こうしに信手守的活柄。也の売買芝 . ht7にをの純1c立u、た

倍態にお1\之.ffi...lフ v の Q\ðちる。在主調)暑に持候"9 â ために広，記号神l立!少尽17'~ぬ、

改作モ零すg~ あ 3 うt九二

2~7 作品~、茎互主的茅集きあ3 ， 2:. fd-.わ机;t肌かせ界モおよを主主訴あ3壱のとして毎夜

~~ことめうらに1守，芝山らtス“わL札わ\1lφ守苛為L.河合して I\ð と I ¥う寄与実か達之さ1¥
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2弘、之1¥クー照的広幸揺をさして1¥3..知覚産主むを色め，わ切にわ収のし三也黒めすA-、

てか叶漁ヰ及乏にl芯ありえた~I ¥のであ三。た‘iJi.注亀し思III-tW危ら芯1Iのl手， 二つした

差本的季実ヒ，耳、ょを出来事に門為モニをうさ己 1\ 七のとを考7~二t:.Tk、守ミ三、三 1\

う乏令1五め合江主乙~\，矛届し忌1\ ニモニむあ三。 後吾の 2今7ìZ.1d-. 乏の軍部~11為ιリ吉

開将卒、にそラつ之いる..~ [Iqワ'l]G乃 「行為日干告理諭」をヒシトにす小は〉草委ざ、特の実を

とき前li乍主主己、IJ--，蒋左差是帯，持6ヲ事三を邑必箱一--~t..、とし之配置万三よク己笠国的

障国茸のう之に組立zz; u1.之¥¥玉。=こ否存や瑞α事U;J-. 厚手体 くの?巧l字)乙広明書ι，

行為乏写りたたで3語案型車、包あ3 のだ rF\7ミ「三、乏勾車賃漁のゆ主に，島体~17'ら放え

立仇て a件厚手'に高，ι.初障としてめ再在住庖左蘇重量することに詳フたのに弓号、五1¥0

基本助事実

としとの

有為。
③ 勺・議室員

①z:②之!手矛邑し左手い.
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:捧きレt大切ぷうな事物l手，モこぎに浸ちれと乏に勉~与れ，一ーをの祈念に点、むて竹県点

移入す玉取り下，あ ~IIIユ行為三沼周苦言 7芥芝、 1) 芯，ょうマどをめ再正をえさ\ ¥玉。

そして，いかにtラ多夜主主行為と百周ιつ 3~わ之rかえって， -r国々のと、の行為に対して

モ件圧す 3 ものと詰ったので:ぁ~~

凶行割減/:):..竹椛竹村，す向ち間報偉く0守~h1srn) の反Ji町、あ五三頑主し

F-:.o 反応くre.spoηse: R) I三閉する国照的写設問を主主Z ;;S g的で京虐金くstìm l，.~.ltA~ : S) 

TJ.持辞主義的にコ〉トロ-)ゾてtm3 。盲穂悼の問的垣程は岳電工出，あ ~lqユ操作的

広ミ手続き之、結ぴっかBい伝授高官奇怪t~足し忌いという規奔の~(こで事聞にイ守主恥玉。

(二うし巳因果合正行モ干lレ7穴¥ー但l二，主主誌の域開に育初で ril¥"LI¥う事果lさ， つ之

COOms匂によ~ 51叩m{~e.lò. 酬の励、され問。 3 行動主主抑制梓のなかさ、

11-軍司啓左手1示室事長{í:拘i時め来乙多様除夜~17I~'l:こを結以賞:!lL. ¥.た回題の;思't.古ってし

~I\. zHuXJニ行為7忌1¥しは1'1争に困して南通酌江主ffi.tt: T.l c;ふう広理詩的色聞をう

れ世司二と「手広い・宵宮1主義l手，京高7乏行為三して形式旬にt己主する・直前芯枠組みモ

モた1ユ1¥手1 煎堤(むをユントローlレ亨zのきあ3から. lZ.-E.~þ*邑租岱~~"た‘

2!\~わ立川3 陪ヨ~1て工町、た詰Rt0さあ ~Iユ手の有為モ.霞莞すきヰャ>--"z主え窓口わ

けであao <-m、均五五千lν「色 、立の前君主lこ耳、¥¥之tf軒主義かち也管E蔓付1三部令官‘

喜々あ 1).村和主為O)'E干lレEこの聞に塑1l>，l.eみちわ玉。た定員芭に里芝7与三与のJd'①理

祖師t主党琵琶UCUa，lAped.ker-heM.er) ~こは.'i:抑.w待毎't.事嘉1可。〕関わりt; 1.i1'. 丈

iz..併哩E量lめ集項-z;、あリ.②理論榔T忌抱局的対鬼〈理排O)/:;.ト前現導)Id-. ~くにコシト

ロ-¥.--::tばしな1¥~ ~まの詣fm俸の習互作用。 z与がから持取立肌7壬賀科さある， '[..¥¥う空

間ある。 = の 二 三Jτ より， Ghom勾I"d-，れぴ乙の租亘f間的制こちリ い百

亘l乍聞を支配9~宮東匂7主尚式4主一一色誌にとヲ之!ユ丈:玄一-E:ざ〈会リ高之之 1 ¥るの

ぎる"a-") 

二1ft仁拘9dに主主主主込的色主宰昔話le}.， f寸為三 lユヌ1¥1こ、あるいl手有為に文江ヲて，を

の動1鳴であき，;~乙か，旦崎、思色コ υ1モ意味さあ~'t.かを習定ヲ玉。有為Eこ l手.M栴主

待の I~的同宣一一企図，虫色.~定・一-ーーかどgKT，1に東用二rmて\\く百二乏に当三~.~

1:;-(乃Td-のだ。したがゥて村和l手.乏の企図や勤務互理島9d"t.芝):::， モテ 7'<:こそ予J:--く鮮

日用:lU\.'K二乏に íð~与. <{τ特叫、理鞠の在与がさ、，'2れと 1志刃1<::り1d.に11、あ三とのに代邑:t

l-tt乙しさに勺て 1¥30 

3￥? 符為にまつわ三刷約のうち.芝山主句く乙~(志モ l手?間電にして 1\ ~行為T夫、有為言、

3 ちなくなゥてしまうよう i;;趨起用帯、の二乙 E. 二こさ王国民的存協苛 'i生之ょんて.、 I\á~

こU¥.I"1-，あ3タイづるの特栴と月I1の-9iつるの行為乏を区兵1¥して、立のース E:I，q71とす三芳完

全~r志裏fd-.草。 信l\é ði:>円、恥IJ."， 主主主宇多くのに同 íEé 夜Eに簡に也ずか~，\うかは時芭

にかかわり，右剛を句会くかごうかl手後芭にがかわる。)

工7

主 10 Sco.λssu-t.乙臥毘に霞捕した記号請の主潮:杭lユ， 芭茸罰'誌のの妻子0-';みしと円'られ壬f¥'

果モ，を ¥{¥vうえ金トダ〉汁乞領域・八乙唱えJii用(似て「叩o¥;rioれ)す言明17乙℃もにあったτ

乙ヨチられ ~o 二こでの問題瓜をのよう芯拡丈適用か乙いのよう己正当程"E e っか， '(予

あ~" ~五vì-&Ìl月比誌の〈苗i旦八盟主 >1下二の府、!こし芝 1) に向包E 費し乏い~か・\

その正当有印"者証立以たかと‘ウかについとg.-S是摘をと志九五否ミ干壱ある。を肌以併の

き己写論的芯棋みの1a-か!二rd--.方返執よの平間取について l玉乙ん't:'fi喪主し尽いような議・3偽

モ少なη、らす‘立主ヘて ::!Zl\~ (1--碍m.[/<?8z C'])。

日 11 S似 .sswu. rユ二仇E. ち昆の続;w世に lìh~cU:ï t乙〉とし之沼南し之 1 ¥;So 

ヨキ12 言語訳号の純揖論的 ι<;YYLl1-/11ぷ<:..)1三回iC3i1lE員取只9~作業 I&.. 文 7玄理論の伺豆きあ

五。文法理静杭解明の対完bこしているの/Ct--，さしあたりえ(s，er苛巳限的意"0<:'0<，') ， 

を仇芝二之三つ巴快‘リ!ユ関昇の々トにあ言。 乏して支 Ij:..昔芦毘芭E通して乾話す 3の

l三¥¥くぱ‘くがの開閉主要し.線オ亡の記号.9l¥ミこし之特号イヒ立志庁ミモのを臥あろ門Lれでp

~.るし三詩句たð!~~ ~ 1 ¥うよう霊園的弘同部糧E弘、Eモつモラの世とみち れよう。支の

主間的な高時I;J.'，桔開憶によくあらわ¥.1¥て¥¥ ~ø 宿関係を支の邑~4主査の申穏に組み

こん陀文涯理論百二して . 活文涯く臼Aι 0-~)tだある1x\こは1 モみ á '(..漂雇百仁

義層の積p~系 1亡示、ミ! 1忌1->':I此\~L欠陥の屯〉の ~F[g c' I~_ 記号妄;1古代市知で!こフらな五と l 、

う E判的 l手いささかそう本質的で、はい二之T7'i'わか~..従の丈法理玲 l手~く*聖誕の記号lil/ミ

闇わ玉積良lくの(h.)モ告み，笠爪らの」二否定苦手立爪3直の夜夜長b乞εっけH¥..Z:、号， をう

した街泉北!住l手ヤト見のをの~，あって. すくm.く E乙モラ支の最盛乏で、であ仇ぽ田園舌勺=楢ミオガ

耐に罷周しJd:.1¥撮り喪主主>tコ肌てしまうようむ契穐はみとめち山陰口、とちヲ之かま為

f;:H11でろう。

ラキ13 Chol'l1sl<ヨによ 3 ー還の主定限，二レt\~吉田向:?~のであ~o 註2本 3 1:;"巷照 q

制 14- Ô元 3歌戸跡、再1C9~ 三 Eこの有力 1討正斑tl手し~‘しtJ:.二三とれに閣耳7 言護及や聾碍T示、みと

められ3二とさあふをのようE主主夜?障碍尽，京芹の史圧として硯全島に吃握亨 3

しか厚 刊でのであり， をのことを晶C‘て当の字決芹のI:;.圧をは、並南射哲三fラのfきの Ro

=二ちの1~'1三行為連鎖に、〉をの音色要素閣の練色おに <;.y司"'--ct-m辺ìc) な関係にがかわる秩

序f7\" 島区ず3 之島ず亘理由の~'Cつ「不精袖婦と一干芭乏しl\.~靖博おtの事く万町、 CつI~

をの寵今障環z;ある百二湾~.z， G 札るから ~\J込 à.. 
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行為官芹!こか旬、わる 7賢吉しとしてみた Yこを，精神品の啓帯~， r主主f"9~ t;c.有症の障碍

と.犯罪や遣も玄有事お鼠守也生酌なjレーJレにかか約五重及との，平閣に包量す三ので同

1ま1\かと恩われ~o C精神主利息，1\くつ汐切遁型に~\ちおう下位巴今?しつ五 εのの，

主将夜に広むし三之り工的7如、和i気司令様1与ひラtr り 1t:.n9 と ~l :う々をそのきあ~三む
ま巳その布慌の前景 1cJ:á:l賞11>善習志~~知宝碕碍・馬琴種碍で、色めらI-t\.‘園高の1\みち
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の千T漁3白 鴎 碍Yこしてて?二まさ1計二さえ:， ~ ¥'¥¥a.か賀県の弁♂-z.tJ.ごあちこ'(.， J手ひとま守・鳴く

とす否。〉社金的恵|レールに主夜3 玉村為の決色に Ið-，を~n.自事力イ:件、烏として時土工9

5ための条件にl手二11¥'t:.いうて宍門7三三二三Tλ;'g;I ¥の1二，をL午、rx'f'i!!の人'<の一連防千T

為と1守衛裡に両主ず3 ための条件r;..史付て 1\3 ために註主堤長にと王ヲて碑除-j~八、.

き tめと存3 0 モt~に対して，精商品に向電9 三行為富国的規色 l二時，行為の温格性

主燥注す ~I手守‘の聖件の之“こかにて落7手ごヨこじ'ていると hられ ~o (現ftcろ寵創分析と

村和理論の太宰で、 l不二の内栴の踊 簡E裏話酌にE1F¥ら17、に 9玉の 1<:王立た'l;-5f‘・かしいか4‘

0) 

4判官 名丈f互の γィ平?を相為it析に活力、"9担、みさ:あ玉、行為的宿埋持、?なとぺ手，その有

ち呈T手一例ちあ~(L..亘 [Iq ヮ'1])。

件 伯 母ミ旬孟ιOftw<ìa..)の~楳1玄主t烈件，重常一〉鬼のモのとおなさ Lれマ"91\行為祁・è‘のd:

う tt従夙、~f;っ tラのかにつ1\て，直廿11手分析的措1裳E与えちための手善的 Yこ f弘三 4 詩

佃弓.g，¥稿モ移冊、いただくモこし ι」福札口qワマパ'180]). ここでぷ、零1手取りの持段、モの/γ

てあ、くと.努4口器質的思宵魚に.c'lこつ“1¥7:，自動化乏し1¥た符為17ぺ再えもしう 3二ヒ

(差にち之ぽ，害素的7奉行為。一斉ミ~1l1芥萱慣的に自動lfにヲ豆、可こいう〉ι11= った‘ム17\1喜

正するこ乙〉。事2に.翠質的7j..l重視に由来す互換捧図式の臨!泊二t-'l:ニブ‘(IL. 積除、

行為モ乙d:rJ.:'1代五型の有為JtJ\ 禽碍::U札ラ ð=~. 首l宣)d:，一君主C乃動作のイマィ才ムの旭

きそE引きあって.をu¥自佐原愚前に寝闘す五にしてら，自動化によヲ之 1).nぽ官、'に

まさ圧縮立以て¥¥ :;:..之さ己うこ之11ぜ之さま~...後芭1エ，草寺惇図式モ葦耽l~ 予 ~I与す、の、

特為の主嵐的E弘主包伊首謀きめ玉(喪島国王者モの壱のrd--， r千語おの夜廷の怠かで、注得さ

仇巴モのきあ五かつ。 1¥す'l{tにセよ，反行荘亦直E早E司王?とらg村民社序「主業主百に屯

ぞらえ玉医ら，笹蓑をしくlユ埠之之1¥った程度の，さしわたしのご、く定か1¥連鎖にし

か租査しTo:. l いしたが・ラてを爪ら~，有為の高理論のようB室蘭的広島涯によって対

立Bで、王三民固めをのきあ;;i.. 

オ)~わl(\.の畠危 lユ苦t主的に動詔 Yこ 1 ¥う品詞乏をフて1¥~" ιこ汎!手.'l;‘の支にTラ

必須の告のきあり.二今動1鼠E係府、~して恵国f糸か好l?U\玉。 γ走苔ム「う~ずく斗

「要う」ー・事セの積市司tJ-，わ肌バコ肌t.・畠飽の行為モ顎忠1ι，缶、知し， -:)解~~蓮三主

岳守彦押租誌を程良す5ちのであ否。この事実Id--，わ叫しわ仇p..'"ちょうむこうした動詞(

1弘らひ、に釘1鼠モ焦点之すd- (:漂高の〉弔問f吊〉にeJt.あうかたちさわ胤わ此の勤打手'EtrT

駅 L・令官予l.匂7り官、し z..蛍f江祈為へと組手rあげてい互のでf手間川、之彊定してみ

3主フかけを与え30

行為重銭。帰陣e¥トミく絞って I¥く ζ. 単位行為e.J:β:"̂"ミE芳のに到りつくTさ3う

か， =~礼白与.&権阪野q 岳部>:11..(1)時書7左前主主Eこす三，か広リ 1 ，りくんだ、詩t主主忌~，月

否。芝こで健主主.色阪野φ射さをId=者11i写Zよl弐‘ごとにす"3.t.，.，一報に行持説芭畠Jユつ

ぎのJ:う B種青色己~:
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件 lケより長犬7立行為唾長主~~析す â cぅ 7末、国委主言、あ3σ) Idニ，有為'11'、芝の内 ft'玉弓形弐的存

秩序を侠粋に頁闘す3産色か・・急毘に書m..ていくようにみた喜二乙if'浪卒的厄l莞固さあ

る0 1'1'長。綻畠酒造I手，あち在としてt;，特恥主主を乞をの万みすみまで、理主す三ょう

TJ-eのでIJ.あ3手1¥"ヂT為 I手，号車 iに行為の尚昆や烹布Eこの寝室関係に|引1三し，

l茅乏に~の行為工酒呈に理主関1fhに J'(匹1..\三から cm玉。 ι=~れらの寄宿I<J...，支ìZ.理

主為~' ， 丈 Eこえた誇活字7析や . 't勿誌の令析に， 9 ん主主リ足長さ芝存H 事情之、遁司、3

ζ ころがやあ ~o)

件 113 有為を行為たらしグ)~形式的思諸条件 ιのうち，特定的註急の特殊性に依存し忌l 、

部ヂ7)'E.，可こくに e理長， ~こょん Eちまた。二汎に向 L て"匙急屯寵， <:: I手，指定の

在念徐行為乏有為百二し之是認、弓3場色の略式的E諸宗7午くのうち，格定の註念の持味

牲にj掃す/可‘さ苦手今7. あ三l、I手回ヒ‘ことだが， ε規毘， e'、!手刷1部分)'E.I¥う。

件 19 言で号論l志望く. s似.4SSl児の「定意性のTi'主m.Jモ豆畠理主乙て 11五閑隠L 襲正也黒Eこ

の性急な謹結さとヨモめすい，むしろを恥を回置す~~画包布、詐ら以言。

"*20 J....閣の宥為-v-..~ ヲたくラシty..ム l三恵閉す'3‘ Eこ l 円程定壱ま巳 1(J..~rエ千三年現号定的"3\

あると毘>tnn..三。そのよう存行為重鎮J'J，，かえフて， ラシ句、ムな判聖子に対す三ネ盟主主

偉及射仁廷、け〉左乏えき Yこ1\うようた~， Tづ?にコントロール立以7ミぜ況を廻定し忌I ¥ 

~実現:!UL1手 1 \。 λ閣のす守書記産室長cううち，でく一部令 f].'鞍~にT彰司、的に特色民レ札てあ、

リ.またさく一部令1]1.“芝 ìh めてラシザム芯~ゥて向在的支主夜芹~e-たす・〉の二三文部

1'r広岡邑の中間オ丈産主にあると彼自三す三ことが:壱ヲヒe自然で、あり. またhれi't)~れの

目的!こ考温ョて 1， ~にう o わ以わ汎J手=のうち.代詩ゐi重鎮1}・1一定の理則性を科たしてR

911芝仇てい玉場合に周l心芝草即 l， をのよう怠行為哩盛和、実秀之守三ための条件I本志に

1]-，乏のよう7主竹為連銀j三1¥n、7ユ玉県産によって緑色こ!~I\.て I ¥るのが，を明らかにし

ようとす ~eのであ~<>

モデキ21 有為~‘自由芯あるをこ}主人閣の事毎名伎野の動作問、十づろに令智p-;:!. U\. ており， ~亘亀に
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組みあわ立う 3毛の言、ある二百二 ~l け。モち 3人生理的・物理的~白l的をのほかにち

とフ、く限界~ (\う毛の降あ三。しかし芝U\...~降、円~'，乏しn.まさ縦続スサ1 てきた竹為の

丞鎖によ勺て，ろさつヴ芝当三守、五千可為~、(1忌にか白黙と盟J\のごとを tのによって〉 、次

主主汎てしまうと乏えな門仇月ご主主ち f芸/1，環通的1お霊血問手1¥0 

ヲホ2 〆行為に周亨 5主主主義的7吾理路工I~，を\.1'\.左，企図<?'あ~t.か，旬7チ竹栴~I手刃\ß皇

て~'/f守講和に場ミ包/つ 1'-.:的ぽ下位セ之に持哀してしまえ3 ように条理~q ~ニもちあ三。こう

した理毎によ芸、こ，有為理主昌之は，あらかじ‘め企図さ肌た竹為つるロワラムをたんに事

降段管尚動科の廷かに)1庖友関率的に衷宍乏していく官Itの下ロセス<:-、五三.~こいうこと

に~ゥてしまう。二うした1豆島芝、 1手，行雨量q皇自J<J-何為に芝立つ企図設定の隈に定、

1γあり， L.¥ヲTとん企図tヌ珪主主¥IL千千鳥11¥'又マートしてしまうや 、村請も芭Y乙有為す言島

俸l手乙λたずら口~"/トの三、之くをの企図モBぞリ ー その全国に毒仕亨3 t:;のと計百三

1-11.50 有為のフbロセ之に介入g~~の尽Tð-にごとによ句す，行為め企図E~寝ず三t

のであり.有為にゲト託す玉有為の医対鞠ぢ‘ある二工にf主ゥてしまう。

し方、し、何為をこl手，つねに有為の環丘の7与かさ展開してゆくし打、広11.土イ固の事集

住之し之あ否。?干為主午前tたりヌ11のちの YこLT三りヲるような沼恵の同能性モラ剤三，

有者もの環五につねに時雇らしてお、リ，有為の自砲の下司令今一安手喪主隠すとちえ4う.

をこち， こうした遮主左手足曽717立1¥と1¥フ豆、急の持続的なあリかたを，角為の碕域た

(清荏齢ヒ〉要参与す三宅のとして主題的に乙りあげ3必雲市、あ言。二~I\..訳、.昆色司自

己一貫ヰ恒三!手t少ならほ(¥"

日 23 呉佳的にちえほ¥手甲で告主力九ザ均三，簡をして 1¥たがお胤てしまう. 'tこζに彊・国し

巳わ IÎ'(子尽くて E結家的に守博司;差ñ~こ問主し芯く広三ょう伝男!の行為を~t;- l\ っさ.

寄託也し之し示う. Ø-.~、の思走るが‘あらわ IJÚ玄l\こと E いフ。すnわち，思急の色己一貫

性と 1-;1よ，単色村為 Soかち戸九三玉での両主珂貧乏1生存 1\ 仁熊矛昌也E色塾す~1:去のであ

3. (二-'ざり毘色白 lユ，考書惇の;吠主主くた1-1¥乙単位行為)~r:と租閣するかぎりで問

題に:!\1\..てい ~o)

?:fßヰ慢建主主人閣の竹為一隅こ閣しととの程売の I~、的彊民E主Îg:恨9~ の郎、よ 1\ 刀、!手，三宮た‘

殆と包手立L札てI¥ ~l\ 国種:'G:.，を L札き\\之魅力あ否研T慌今野ろある。)(沼理詰11手，同

む論点を.え聞のち括行為~， ¥ク絹孜厄場合に関して， li犀1)~さげたかたちと尽ヲ τ1\

L 乏こさの主~1à課電臥提起=竜誌にか汐、わる 1巳‘的富良"E 7立五尽く持主して，嘆

惇的には特定cろタ，pの茎きか尤現E主lや語養部門として，文法の尽かに組みとみ， Eと

札'E;. i信.f;鮪むに喜当~~望祢にっくり1lすことであフた。千守為ー煎工夫、女}玄理論のm.うかを、

りぞの畜拍手守栴乙ワ、尽らす・し乞笠村聞係乏 B1と~ 1\ 二之左前訴さのだF-7^'~ Iω的 寝 起

E徒出し之昨怠イにをと li'â~こ l\ う鼠き 1手. tち3ん1¥守・恥の竹鳥モ三受逼ιて1¥玉。

一胞に竹森rC乃同基H:.l'J-， をのよ包ζ今月量(ëí1事わちより丈 1忌る汽荒%の自由、乙対応‘す~

雇)さ l孔羽a.í可為~在'E温じて確定Sf;$註~堤毘~ EE~富す~.J:うに恒三.草署1 rユこ

の幹極fc 三，宵為Z二祖互究為の全惇色巴1瓦~三下土主主閣の全蹟巳ð)'‘ 1\ e臥官二らく，話

恒ほoI~ Él9程たにか7ヂわるれìíñ-t.i写同の帰稲としと老ヌニ五対み ~oう ~o

持方 I~\的及自芭干巴下寺 ζpsy c.hì..sc.h乙.selbs七千εstha.lhλ~) LI手，反射?運動莞予誌やラ乏のセ

之江ゲま志向ぬ・外的地芭¥.:零IDI二仇し之、行為を畠律敢に民喝して I¥ ~J黒色に貰魚に

理定立以 ~I~\看守亀吉之のはたらさを 1 ¥ >;フ。卑危な色 l'芳乏古川すこは'¥Id-.， u. L. tf.‘伺かあ

五行為E して 1¥3とま γワ〉ハィマコレコレ/村和円ち/守す lν トコロ夕、'J""とじ‘

ごかで老九て I\;$ ;lf篭にあた~，主ちフて t よ1\が〉月1 に必ず・‘しち芭鼠;á97乏状員五や 1 ¥ 

わゆ3皐迄に隈3二とo..く . 1と陀集中.".持続す三という事実酌þ.~珪の T去最Eモ匙預

l二お~l\て 1\ 5。

?"i'26 I己的1主自己把持tJ;:、開走立川、約左帯主I.f¥.る付表的忌味合三して)志， (l)自己1ぜ向への

強直的志固較による. 必}租E行為の系引か守定的に准私して，つ1¥1こなf嘉吉のよう

早老の八t...転化す五， 必J竹為じ乃夜f夏ちだ吾慣イ℃し、電習fヒし之. つ 1¥，こは音色のよう

思をのへ乙転化す~， (lV)生表向怠再号待ヤ，子主主全す3資本場liじ1立と:、，空間左特定め形

而土二怠主主1¥し形市と作用水、あ沿う， ~ I ¥ .， i=.J:家会TKあ円哨ちLれよう。

l吋勺広島芭杷Ft ~I1-，. 弐 Eこ~りのあ事行為訳、~U\.~こして宅秀之守三 7三めグ)1夜固くたと

え I;J:.'\企図〉と ι てた之ら L凡でI\~ê-のさ‘ l二l. ~I ¥ *芝うでザユ.7{J..く之を吋¥r:f..，まとま 1)

乏e...，之展開ず.371為の色に}荒肌玉逼毛色蓋‘有為の余fキEととのえ三ための伝の，

~\ CJち玉。

件 2ワ筏併ノ行為の無神帝王¥'，組緒昆一一=~nらは1;-とら乙をの頭理]二否 1 ，て E;dIl::rるだ‘

さをE のち lエあるTf，"，を ULtr:、異悼的)之実現立"し~之さに/d:.3.いにき~T.j. リあうのをさげら

汎 fJ.\..\，資~~いう作用-C ' r受注守三ょう!こ， W昨と組錨なとのきZ合的怠環照のフえ

にあ否。

供Zß 自然、的烏夜蒋 ~I主逼憶に1\ 7 自宅な返昆lの急のモt. 1之定男Kë1示、かれてい Zふう忍校

島の二'L~ ¥¥う。自然、的宮教芹x紅念的句 Lくは文化的〉扶専乙芭巴ヌ11し，対主主

江主c引手，局室主義、期名主の号うと号基本的な拡手足魚乏な1事。 11記号室蘭論"の:鴎玲

にお~"てモ，語セ命事態を荷主主'Q:. 3í'1三岡国に . 矧l し乙島終的町開~tt-，金色情

作間"Lσちふたつ乏みと柿て(¥三。 cj主主主日さら に. <tt>，吾蕗握力.α3つの往時

に下包巴拘ゴl{\.~0) 

ω2'1 行為印字良さ、あ三塁き初は革具志あり .有為の符忠之と Eヲ之変形乏うけた季初7ぽ7lll主

島であ号。直臭 l手通常を肌邑毒~p;‘ふたたび加工晶君あ ~o 二α 匝|時的くT虻ursìνり
な問除によフ之，守守詰bl手七2. l代島騎手す.J.ぴイeの有者らペ~禄和二砲豆聞，~しf芯 Uめ三。事
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物〈旭エ品)~直o長行為と行為ω:田互関係l手-~白的きあ5- .:::ろで，主質的にち勺て

時届柏勺な住活芝帯び・ ~o す詰わち加工品のたぐいの聾't;n l芯，芝川tE定丘さなるために

かヲ之主定した行為〈の系~íl )の主主中旬7き焼結. l' フ廷1I~ìi!玄の集項血島モこして，

何為の現在モ現主す玉。

併さり技桝7夫宣良弓 3二とので芝1j...1¥のI"J.... 汽楕ヲ三島降や行詩句に関重ヴ三宰物7?三色あて

初治ヤ也弔に貫徹する畠主主悶iぽ、J';， 3..0 この豆起きさ 7主1¥毒裏にlrn.乏事わ仇三と， ひ乙

I'J . 技術左折1更す3 にコ1\して提揮さ LIし玉造怠の免時怠をわ~.がち為リ，零するに投

手持乙し之発兎す 37守道ヤラf~序の葉佳ほ包容、鼠根芹 I三|ま刀、ならな， \ちJð.は 1\ ti\è~之之

しまれやす¥¥.， ~tx、この結論|子区?まっ之\\ 30有為乏直(企て号吻(加工品)の尽

かに~I~丈仇毒物く加工品)e置。、て点、~Ë:.U:叶為をで損足する二とにな5め IJ:.，ほ

んら I¥自然町民げに;rr{i!J.'E c-t::. s ， ¥形震性，人風ヒ芭有の表現ー何者誌に壱ヒヴく形式

怯芦与のさ、あヲて， 二のよう尽回血Eとあ、守之.R術 lユ，村為に園南cち鴇玩忌行為京芹

芝モ民主注し之¥¥3め宅、あ三の4うに担割時TJ¥'実現す喜行為来序!持主主的く交代伶

) 1玄モのきあ~o :f，t桝 f&.. 畠低め巨吹~~ F:t会的(~之代的)~官:序とのちまうを1萱l 、

巨モ縫うようにしさ，自ら左展開立t三由

巳岳、事1ま乏W¥.g:現モ事物宅局五二乙にモZずさ(自宅 0)与体左手段障に有f更

しぁ 31\1ユ(自己の)喚停に匙を併に闇わ~う三乙す三千守為11"‘，夜討't~しです立ささ

るこ Lにf;，;.~.， "わゆ三県待叉法かど二肌であ玉占易担投融が，明為9~~キ惇丹斜路に

陶らの初白鬼丘芝うみ世さすb 号令|ずら瑛俸とを1..l'¥.畠巻善1¥0自己関係八~純牝す 5 てミ色
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的I..T三ものをあ玉。たと之ぱ立二児力，.月号程の肉、果ミヲあ五提~として問圧するモこ"9肌)J:、，

そ∞限りでを~)手(正穫に10.. l青空±巴)-l乞民〉乙して表良さ五パlt者であ3ょう7ゑ，主
771¥，.;::叫『
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27 

このよっに定事 二rI，(¥，3'賓志IJ..散の芭令のひ Yこっく走塁率町〉であ五色二爪にアヰして
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